A Coincidence Measurement of Electro-Production of Pions from Protons. (電子による陽子からの一中間子発生の同時計数法測定) by 菊地 柳三郎
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論文審査要言
 本論文は高エネルギー電子による陽子よりの中間子発生に関する実験的研究の報告であって,6
 章及び附録の2章より成る。
 著者は先づ問題の歴史的,理論的考察をまとめ,次に本実験研究を計画し,又実験諸元の決定に
 至った理由を論じている。電子による此の種の反応は仮想光子を通じて行なわれるもので核子や中
 間子の電磁構造の研究或いは電子反応の過程そのものの研究として重要なものであるが,反応の断
 面積は非常に小さい。特に陽子よるの中間子発生では中性中間子発生と正荷電中間子発生とを区別
 するために,同時計数法をとる必要があるが,之は測定を一層困難なものとするため従来信頼に価
 するデータがなかった。
 著者は中性中間子発生の微分断面積を測定することにより,核子のアイソベクター,フォームフ
 ァクター及び電子反応の過程に対する知見を衛たのであるが,実験は東京大学の750Mev電子ジク
 ロト・ンを用いて行なわれた。測定の方法としては散乱電子の運動量弁別により中間子発生を確か
 め,更に之と反跳陽子との同時計数をとることによ幻,中性中間子発生のみを測定した。
 寡験の過程に寿いで特に注目に価するのは予備実験として電子の陽子による弾性散乱を詳細に測
 定したことで,これにより本実験の信頼度は著しく高まったと考えられる。結果の解析に沿いては
 本反応は非常に稀なものであるだけに誤計数の解析を慎重に行ない,電子の大角度制動輻射反応及
 び荷電中間子発生反応等を除いた結果として,陽子よりの中性中間子発生の微分断面積を褐ている。
 (1.0±G.6))く10一翫。卿2/Mev・stero
 電子反応による中間子発生の理論としてはFubini,Nambu,Wataghinによる分散理論的取扱
 が最も典型的であるが,本論丈の結果は・之ら理論値の約1/3に相当し,著者は此の差は現在の
 理論的取扱中の問題点を示すものであろうと結論している。
 本実験研究は従来信頼に足るデータの乏しい電子反応の分野に貴重なデータを与えたものであり,
 価値あるものと判断される。
 依って学位論文に価するものと認める。
 最終試験は昭和4エ年2月21日原子核理学専攻の試験委員並びに他教官立合のもとに施行された。
 主論文,電子による陽子よりの中間子発生の碕究に関しては,その物理的意義,実験の方法或いは
 その解析に関する質疑応答を通じて,本人は論文の内容に関する正しい理解と充分なる研究能力と
 を有することが判定された。
 又併せて,本人は関連学科目である原子核論・高エネルギー物理学に関しても合格の能力を有す
 ることが認められた。外国語に関しては,主論文は英文をもつて記されて潜り,又独語に関しても
 研究遂行上必要なる読力を有することが認められる。従って合格と判定する。
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